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題  目 

 
Ba1-xSrxV10O15の金属絶縁体転移 

１． 実験背景 
AV10O15(A=Ba,Sr)では、V の価数は+2.8 価で V3+

と V2+が混在しており、V3+は t2g軌道に軌道自由度

を持つ。BaV10O15は 123Kで構造相転移とそれに伴
う金属絶縁体転移を起こすのに対して、SrV10O15

は構造相転移を起こさないことが知られている。

BaV10O15 の抵抗率と帯磁率の異方性は梶田らによ

って明らかにされている。[1]そこで本研究では、
SrV10O15の抵抗率と帯磁率の異方性を調べた。また

Ba1-xSrxV10O15(x=0.03,0.05,0.07,0.1)を作製して、構造
相転移温度が x に対してどのように振舞うのかを
調べた。 

２．実験方法 
FZ 法により単結晶を作製した。さらに SrV10O15

と Ba0.95Sr0.05V10O15についてはラウエ法による結晶

軸の決定を行った。抵抗率は四端子法、帯磁率は

SQUIDにより測定した。 
３．実験結果 
3.1. SrV10O15の抵抗率および帯磁率の異方性 
図 1 に抵抗率と帯磁率の結果を示す。抵抗率に
関して、I//a、I//b については exp(T0/T)1/3に比例し

ているが I//c ではそこからずれていることが分か
った。このことから 2次元の Variable-Range- 
Hoppingが起きていると考えられる。帯磁率につい
ては、27K 以下で a 軸にスピンの向いた反強磁性
になることが分かった。また低温では ZFC と FC
の値がずれるため、スピンの一部が固まっている

と考えられる。 
3.2. Ba1-xSrxV10O15の抵抗率 
図２に抵抗率の結果を示す。Sr の置換量 x の増
加に伴い構造相転移温度が下がっていった。また、

x=0.1 では転移は見られなかった。このことから
x=0.07~0.1の間に、構造相転移後の軌道整列相と転
移前の無秩序相の量子臨界点があると思われる。 
3.3. Ba1-xSrxV10O15の帯磁率 
図３に帯磁率の結果を示す。抵抗と同様に Srの
置換量 xの増加に伴い構造相転移温度が下がった。
また、いずれの組成でも低温で a 軸にスピンが向
いた反強磁性相転移を起こすことがわかった。 
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図 1  SrV10O15の抵抗率と帯磁率 
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図 2  Ba1-xSrxV10O15の抵抗率 
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図 3 Ba1-xSrxV10O15の帯磁率 


